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新井 康之. 急性リンパ性白血病に対する tisagenlecleucel 製造結果 —日本輸血・細胞
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令和 4 年度血液製剤使用実態調査報告 ウィズコロナ時代の血液製剤の使用について. 
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用か. 第 155 回日本輸血・細胞治療学会関東甲信越支部例会, 東京, 2023 年２月 25日. 
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東京, 2023 年 9月 9日. 
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田 寛, 片岡 圭亮, 臼杵 憲祐, 高橋 聡, 篠原 明仁, 高田 覚, 吉藤 康太, 大和田 千
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大山 貴司, 小山 竣介, 村橋 類, 中島 広大, 兵頭 和樹, 戸田 由美子, 伊藤 祥子, 皆

方 大佑, 森田 薫, 蘆澤 正弘, 山本 千裕, 畑野 かおる, 佐藤 一也, 大嶺 謙, 仲宗根 

秀樹, 神田 善伸. 標準リスク造血器疾患に対する低用量アレムツズマブを用いたHLA

不適合ハプロアイデンティカル移植. 第 85 回日本血液学会学術集会, 東京, 2023 年 10

月 13 日～15日. 

11. 小林 美佳, 岸野 光司, 末次 遼太, 若井田 実咲, 黒瀬 幸汰, 今野 雄斗, 秋山 小雪, 

秋山 友子, 進藤 聖子, 尾島 佐恵子, 大槻 郁子, 永山 隆史, 山本 千裕, 藤原 慎一郎.
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山 友子, 進藤 聖子, 尾島 佐恵子, 大槻 郁子, 山本 千裕, 藤原 慎一郎. 当院におけ
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佐藤 一也, 大嶺 謙, 神田 善伸. SARS-CoV2 mRNAワクチン接種後に自然寛解した濾

胞性リンパ腫. 第 689 回 日本内科学会関東地方会, 東京, 2023 年 9月 16 日.  
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本 千裕, 畑野 かおる, 佐藤 一也, 大嶺 謙, 藤原 慎一郎, 木村 俊一, 賀古 真一, 土

岐 典子, 小澤 幸泰, 森 康雄, 衛藤 徹也, 平本 展大, 中前 博久, 諫田 淳也, 一戸 

辰夫, 熱田 由子, 仲宗根 秀樹, 森島 聡子, 神田 善伸. 同種抗原/HLA クラス II 複合
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2023 年 10 月 13 日～15日. 
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(C) 著書 

1. 海野 健斗, 藤原 慎一郎.  骨骨髄殖性性腫 (MPN)と類縁疾患】好酸球殖加とチロシン

キナーゼ融合遺伝子を伴う骨髄性/リンパ系腫 (MLN-TK) 血液内科 87 巻 5 号 531-

536, 2023. 科学評論社. 


